
様式1

C-EMS実施計画書兼ふりかえり表

作成年月日：　令和８年５月２１日

（１）目標及び進捗状況

【対象：全課かい】　

① 全庁目標達成に向けた「エコオフィス行動ルール」（実行計画P10～11）の取組目標

No.

全庁目標 エネルギー使用量を対前年度比で1％以上削減

取組目標 実績／今後の課題など

部局等名  文化スポーツ部 課かい名  文化推進課
推進責任者

氏名
多田　千恵

1

重点取組項目 A. エネルギー使用量の削減
離席時のスリープモード使用、ノー残業デーの実施を朝礼等で声掛けし、意識づ
けを行った。確実に実行されるよう、意識づけの工夫が必要。具体的内容

離席時は必ずノートパソコンを閉じ、退勤時はコンセントを
抜く。積極的に階段を利用し、なるべくエレベーターを利
用しない。

2

取組項目 B. 資源の有効利用
課内回覧はLoGoチャット等を活用し紙の使用を減らし、印刷の裏面利用等に努
めた。具体的内容

課内や担当内でLoGoチャットを活用し、紙の出力を減ら
す。印刷が必要な場合は、両面印刷・集約印刷 、裏面の
利用を基本とする。

【対象：グループ2（所管施設のある課かい）】　※算定範囲は所管施設全て（グループ４（市立小中学校）、グループ5（指定管理施設）を含む）

② 全庁目標達成に向けた設備機器の省エネの取組目標

％

…自動計算

設備機器の保守・管理、運用改善の取組（実行計画P8）

No.

※各施設のエネルギーデータは、LAPSSから抽出して添付

3 0

計画 0

実績

2 0

計画 0

実績

対象施設 計画／実施状況

1
ゆかりの人物館、開高健記念
館、ハマミーナまなびプラザ、
市民ギャラリー、市民文化会

館、美術館、松籟庵

計画
施設利用者へ空調の設定温度や照明利用等、省エネの
協力を依頼する。

実績
施設の機能集約、利用者への空調機温度設定の掲示、
利用終了後の照明消灯の徹底を行った。

409.2

対前年度比（%） ― 10.1% -1.8% 3.4% -9.6% -4.7%

エネルギー使用量（kl） 424.9 468.0 459.4 475.0 429.3

2025年度

エネルギー使用量（GJ） 16469.0 18140.0 17806.0 18409.0 16638.0 15862.0

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

実績 前年度比 -4.7% 達成状況 ■ 達成

達成/未達
成の理由

各施設の職員や利用者が省エネの協力依頼に努めたとともに、市民ギャラリー閉
場（施設の機能集約）により照明器具の使用が減ったため。

3

取組項目 C. 廃棄物の削減
再利用品は一か所で管理し、課内全員が活用することで、再利用サイクルを実
現している。具体的内容

事務用品は適切な在庫管理を行い、計画的に購入する。
ファイルや封筒などの事務用品は、繰り返し使用する。
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様式1

（２）職場研修の実施状況

（３）指定管理者・委託業者への協力要請

□

■

□

（４）公共工事における環境配慮について（500万円以上の公共工事の場合に記入）

□ マニュアルに基づくチェックシートを作成し、環境に配慮した公共工事の設計又は施工を行った

□ マニュアルに基づくチェックシートを作成していない

【 推進責任者による評価 】
記入日　令和８年５月２１日

目標の達成状況、活動の実施状況、実績に関する評価 今後の対応

　エコオフィス行動ルールの取組目標に対しては、概ね達成できた。
　エネルギー使用量の削減に対しては、市民ギャラリー閉場（施設の機能集約）による
他、各施設の職員が省エネについて、意識して努めた結果である。
　日頃から職員一人一人が省エネを意識していることが目標達成につながったと考え
られる。

　施設所管課であるため、各施設の職員と協力して、取り組む必要がある。
各施設では、利用者の利便性を確保するため、一定のエネルギーの使用
が見込まれるが、利用者にも積極的に省エネの呼びかけをし、エネルギー
使用量の削減に努める。

実施状況

作成していない公共工事の名称 理由 対処状況、予定

要望伝達・協力要請が実施されていない

実施できていない項目 理由 対処状況、予定

（選択してください）

実施状況

関係する指定管理者・委託業者はない

要望伝達・協力要請が実施されている

法令遵守確認研修 ■ 実施 当課が遵守すべき環境法令の内容について確認した。

新任・異動者研修 ■ 実施 朝礼などを活用し情報を共有した。

研修名 実施状況 内容

取組目標設定研修 ■ 実施
C-EMSの概要と当年度の「全庁目標」について確認するとともに、課かいにおける取組目標及び具
体的な取組を周知した。



様式1

C-EMS実施計画書兼ふりかえり表

作成年月日：　令和8年5月26日

（１）目標及び進捗状況

【対象：全課かい】　

① 全庁目標達成に向けた「エコオフィス行動ルール」（実行計画P10～11）の取組目標

No.

部局等名  文化スポーツ部 課かい名  スポーツ推進課
推進責任者

氏名
木村　勇太

全庁目標 エネルギー使用量を対前年度比で1％以上削減

取組目標 実績／今後の課題など

1

重点取組項目 A. エネルギー使用量の削減
公用車を利用する際、行先を共有・周知を徹底したことで、相乗り等効率的に利
用する機会が増えた。具体的内容

公用車の走行ルート合理化や相乗り等効率的利用を図
るため、課内への行先の共有・周知を徹底する。

2

取組項目 E. その他
国や県からの熱中症対策に関する通知があった際には、都度施設へ周知を行っ
た。具体的内容

熱中症対策として、各スポーツ施設へ熱中症対策ガイド
ラインに基づく管理を行うよう周知を徹底する。

【対象：グループ2（所管施設のある課かい）】　※算定範囲は所管施設全て（グループ４（市立小中学校）、グループ5（指定管理施設）を含む）

② 全庁目標達成に向けた設備機器の省エネの取組目標

％

…自動計算

設備機器の保守・管理、運用改善の取組（実行計画P8）

No.

※各施設のエネルギーデータは、LAPSSから抽出して添付

3

取組項目 A. エネルギー使用量の削減
ノートパソコンのふたを閉じ忘れることがしばしば見受けられる。
引き続き取り組みを実施する必要あり。具体的内容

短時間の離席時はノートパソコンのふたを閉じる。また、
長時間使用しない電気機器（パソコン端末、プリンター等）
はコンセントから抜く。

実績 前年度比 34.5% 達成状況 ■ 未達成

達成/未達
成の理由

総合体育館が令和7年1月まで休館していた影響が大きい。

11711.1 15751.0

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

353.3 476.2 406.4 302.1

2025年度

エネルギー使用量（GJ） 15026.0 13692.0 18459.0 15750.6

406.4

対前年度比（%） ― -8.9% 34.8% -14.7% -25.6% 34.5%

エネルギー使用量（kl） 387.7

対象施設 計画／実施状況

1 総合体育館

計画 空調フィルターの清掃を４回/年実施する。

実績 計画のとおり、実行した。

2
茅ヶ崎公園

野球場

計画 空調フィルターの清掃を２回/年実施する。

実績 計画のとおり、実行した。

3 屋内温水プール

計画
夏季には遮光ネット、冬季には断熱シートを設置
し、室温を維持する。

実績 計画のとおり、実行した。
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様式1

（２）職場研修の実施状況

（３）指定管理者・委託業者への協力要請

□

■

□

（４）公共工事における環境配慮について（500万円以上の公共工事の場合に記入）

■ マニュアルに基づくチェックシートを作成し、環境に配慮した公共工事の設計又は施工を行った

□ マニュアルに基づくチェックシートを作成していない

【 推進責任者による評価 】

研修名 実施状況 内容

取組目標設定研修 ■ 実施
6月11日に実施（対象者6名中6名参加)。
C-EMSの概要と当年度の「重点確認項目」について確認するとともに、課かいにおける取組目標及び具体的
な取組を検討し設定した。

法令遵守確認研修 ■ 実施 6月11日に実施（対象者6名中6名参加)。 C-EMSの概要と課かいにおける取組目標及び具体的な取組を周知した。 各施設の指定管理者に対し、対象物の有無、点検の必要性等について再確認した。

新任・異動者研修 （選択してください）

（選択してください）

実施状況

関係する指定管理者・委託業者はない

要望伝達・協力要請が実施されている

要望伝達・協力要請が実施されていない

実施できていない項目 理由 対処状況、予定

実施状況

作成していない公共工事の名称 理由 対処状況、予定

記入日　令和8年5月26日

目標の達成状況、活動の実施状況、実績に関する評価 今後の対応

2025年度は、2024年度と比較すると、2023年10月から2025年1月末まで総合体育館を
休館していたため、エネルギー使用量が増加している。しかし、半年間休館（2023年10
月～2024年3月）し、コロナ禍により体育館使用率が減少した2023年度と同等のエネル
ギー使用量であることは、ＬＥＤ照明導入により、エネルギー使用量が削減されたことが
見受けられる。

省エネ設備導入のみならず、職員一人一人の心がけで、市全体のエネル
ギー使用量削減や省エネに貢献することができることを改めて周知し、引き
続き電気やガソリン等のエネルギー削減を徹底することを心掛ける。



様式1

C-EMS実施計画書兼ふりかえり表

作成年月日：　令和８年５月１８日

（１）目標及び進捗状況

【対象：全課かい】　

① 全庁目標達成に向けた「エコオフィス行動ルール」（実行計画P10～11）の取組目標

No.

部局等名  文化スポーツ部 課かい名  多様性社会推進課
推進責任者

氏名
河野　路代

全庁目標 エネルギー使用量を対前年度比で1％以上削減

取組目標 実績／今後の課題など

1

重点取組項目 A. エネルギー使用量の削減
課全体の情報共有に努め、計画的に業務を進め、時間外勤務の削減、月１回以
上の年次休暇の取得に努めた。具体的内容

担当内だけでなく、課全体として情報共有に努め、計画的
に業務を進めることで、時間外勤務の削減、月１回以上
の年次休暇の取得に努める。

2

取組項目 B. 資源の有効利用
例年実施している日本語ボランティア養成講座の紙面による参加者アンケートを
e-kanagawaを活用し電子化した。また、相談記録のKintoneを活用の継続をはじ
め、ペーパーレスの徹底に取り組んだ。具体的内容

タブレット端末等を活用したペーパーレス化の更なる徹底
化に取り組み、廃棄物の削減を図る。

【対象：グループ2（所管施設のある課かい）】　※算定範囲は所管施設全て（グループ４（市立小中学校）、グループ5（指定管理施設）を含む）

② 全庁目標達成に向けた設備機器の省エネの取組目標

％

…自動計算

設備機器の保守・管理、運用改善の取組（実行計画P8）

No.

※各施設のエネルギーデータは、LAPSSから抽出して添付

3

取組項目 C. 廃棄物の削減
物品等を計画的に購入し、在庫管理した。ファイルや封筒の繰り返し利用（リユー
ス）に努めた。具体的内容

物品等は計画的に購入し適切に在庫管理し、ファイルや
封筒の繰り返し利用（リユース）に努める。

実績 前年度比 4.7% 達成状況 ■ 未達成

達成/未達
成の理由

空調機の設定温度の上限と下限に制限を設け、過度なエネルギー消費の抑制に
努めたが、クーリングシェルターとしての運用を始めたことから増加した。

282.0 295.3

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

6.0 6.9 7.6 7.3

2025年度

エネルギー使用量（GJ） 209.0 231.0 265.7 295.0

7.6

対前年度比（%） ― 10.5% 15.0% 11.0% -4.4% 4.7%

エネルギー使用量（kl） 5.4

対象施設 計画／実施状況

1
茅ヶ崎市男女共
同参画推進セン

ター

計画
夏、冬の電力消費が高くなる時期に、施設利用者
へ空調の省エネ協力を依頼する。

実績
夏、冬の電力消費が高くなる時期に、施設利用者
へ空調の省エネ協力を依頼した。

2
茅ヶ崎市男女共
同参画推進セン

ター

計画
通年、施設利用者等に照明機器の省エネ協力を依
頼する。

実績
通年、施設利用者等に照明機器の省エネ協力を依
頼した。

3 0

計画 0

実績
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様式1

（２）職場研修の実施状況

（３）指定管理者・委託業者への協力要請

□

■

□

（４）公共工事における環境配慮について（500万円以上の公共工事の場合に記入）

□ マニュアルに基づくチェックシートを作成し、環境に配慮した公共工事の設計又は施工を行った

□ マニュアルに基づくチェックシートを作成していない

【 推進責任者による評価 】

研修名 実施状況 内容

取組目標設定研修 ■ 実施
C-EMSの概要と当年度の「重点確認項目」について確認するとともに、課かいにおける取組目標及
び具体的な取組エコオフィス行動ルールを書面において共有した。

法令遵守確認研修 ■ 実施 遵守する法令等を書面において共有した。（取組目標設定研修と同時実施）

新任・異動者研修 ■ 実施 C-EMSの概要と課かいにおける取組目標及び具体的な取組を書面において共有した。

（選択してください）

実施状況

関係する指定管理者・委託業者はない

要望伝達・協力要請が実施されている

要望伝達・協力要請が実施されていない

実施できていない項目 理由 対処状況、予定

実施状況

作成していない公共工事の名称 理由 対処状況、予定

記入日　令和８年５月１８日

目標の達成状況、活動の実施状況、実績に関する評価 今後の対応

令和６年度と同様に、エコオフィス行動ルールについては、ほぼ目標とおりの取組がで
きた。設備機器の省エネについては、令和７年度は新たにクーリングシェルターとして
の運用を開始したこともあり、その分のエネルギー使用量は増えているが、施設利用
者へ省エネ協力を依頼したり、空調機の設定温度の上限と下限に制限を設けること
で、過度なエネルギー消費を抑制することができたと考えている。

取組目標を意識して、引き続き、物品等の計画的な購入やファイル等のリ
ユース、電気のスイッチをこまめに消す、時間外勤務の削減に努めるといっ
た取組を継続するとともに施設利用者にも省エネ協力を依頼し、エネル
ギー使用量の削減に努める。また、ＩＴを活用したペーパーレス化の更なる
推進を図っていきたい。
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